
　

南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金
セ
ン

タ
ー
は
７
月
17
日
㈯
に
、
旧
大
巻

小
学
校
学
童
棟
に
移
転
し
ま
す
。

　

事
務
所
は
、
７
月
18
日
㈰
の
午

前
９
時
か
ら
通
常
ど
お
り
営
業
し

ま
す
。

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
を
受
け
て
、
南
魚
沼

幼
少
年
女
性
防
火
委
員
会
が
地
域

防
災
訓
練
時
に
使
用
す
る
煙
体
験

用
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。
火

災
時
の
濃
煙
体
験
や
防
火
意
識
の

啓
発
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

新
住
所　
四
十
日
１
７
９
０
番
地
１

　

☎
７
８
８
・
０
２
２
０

　

Ｆ
７
７
６
・
３
０
３
０

営
業
時
間　

・
月
曜
～
金
曜
日　

午
前
８
時　

　

30
分
～
午
後
６
時

・
日
曜
日　

午
前
９
時
～
正
午

※
土
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始　

　
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）
は

　

休
業
し
ま
す

問 

水
道
課☎

７
７
４
・
３
１
４
１

南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金

セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
ま
す

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

　

公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物

な
ど
を
紹
介
し
ま
す

エ
ゴ
ノ
ネ
コ
ア
シ
（
虫
こ
ぶ
）

　

八
色
の
森
に
エ
ゴ
ノ
キ
が
何
本

か
あ
り
ま
す
。
エ
ゴ
ノ
キ
の
枝
先

に
バ
ナ
ナ
の
房
の
よ
う
な
形
に
膨

れ
た
も
の
が
た
ま
に
見
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
の

影
響
で
木
の
一
部
が
異
常
な
形
状

に
な
る
虫
こ
ぶ
の
ひ
と
つ
で
す
。

こ
の
虫
こ
ぶ
を
猫
の
足
に
見
立
て

て
「
エ
ゴ
ノ
ネ
コ
ア
シ
」
と
い
い

ま
す
。

　

エ
ゴ
ノ
キ
に
こ
の
虫
こ
ぶ
を
作

ら
せ
る
虫
は
エ
ゴ
ノ
ネ
コ
ア
シ
ア

ブ
ラ
ム
シ
と
い
い
、
虫
こ
ぶ
の
中

で
羽
の
無
い
雌
が
胎
生
単
為
生
殖

で
増
え
て
い
き
ま
す
。
７
月
ご
ろ

に
な
る
と
羽
を
も
つ
雌
が
現
れ
、

エ
ゴ
ノ
キ
を
離
れ
て
イ
ネ
科
の
植

物
（
ア
シ
ボ
ソ
、
コ
ブ
ナ
グ
サ
な

ど
）
に
移
り
ま
す
。
イ
ネ
科
の
植

物
で
も
羽
の
無
い
雌
だ
け
で
増
え

て
い
き
ま
す
が
、
秋
に
な
る
と
羽

の
あ
る
虫
が
現
れ
、
再
び
エ
ゴ
ノ

キ
に
移
り
ま
す
。
そ
し
て
、
エ
ゴ

ノ
キ
で
は
雄
と
雌
が
現
れ
、
雌
が

受
精
卵
を
生
み
、
卵
で
冬
を
越
し

ま
す
。
卵
か
ら
か
え
っ
た
幼
虫
が

エ
ゴ
ノ
キ
の
新
芽
を
食
べ
る
と
、

そ
こ
に
エ
ゴ
ノ
ネ
コ
ア
シ
が
形
成

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
イ
ク
ル
を
繰

り
返
し
ま
す
。

　

虫
こ
ぶ
は
し
ば
し
ば
エ
ゴ
ノ
キ

の
実
と
勘
違
い
さ
れ
ま
す
が
、
実

は
丸
い
玉
状
で
、
枝
か
ら
ぶ
ら
下

が
っ
て
い
ま
す
。

問 

八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

☎
７
８
０

・

４
５
６
０

八
色
の
森
か
ら 

㊴

問 

消
防
本
部
予
防
課

☎
７
８
２
・
５
３
３
０

宝
く
じ
の
助
成
金
で
煙
体
験

用
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た

エゴノネコアシエゴノキの実

セブンイレブン
南魚沼青木新田店

湯
沢
方
面
↓

↑
長
岡
方
面

城内方面→
リリーフ新潟
六日町（営）
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旧大巻
小学校
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自
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魚
野
川

グ
ラ
ウ
ン
ド
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